
第
八
回

奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル

奥
三
河
の
町
・
村
を
つ
な
ぐ

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
が
点
在
す
る
奥
三
河
地
域
。
そ
の
景

色
の
変
化
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
、
パ
ワ

フ
ル
に
森
を
駆
け
抜
け
る
本
格
的
な
中

距
離
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
。

コ
ー
ス

茶
臼
山
～
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

ほ
う
ら
い(

距
離
約
七
十
キ
ロ

制
限
時

間
十
三
時
間
三
十
分)

。
参
加
費

二
万
二

千
円
。
ス
タ
ー
ト

十
月
一
日
、
早
朝
六
時
。

保
存
会
は
四
谷
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン(

ふ
れ
あ
い
広
場)

の
運
営
協
力(

選
手

へ
の
飲
食
物
の
提
供
・
施
設
設
置
機
材
の

提
供
、
設
置)

を
依
頼
さ
れ
、
連
谷
地
区
有

志
へ
呼
び
か
け
、
最
大
限
に
努
め
た
。

大
会
前
日
は
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
草

刈
り
や
テ
ン
ト
張
り
な
ど
会
場
つ
く
り
。

大
会
当
日
は
三
十
七
人
の
出
役
を
得
て
、

早
朝
か
ら
お
に
ぎ
り
づ
く
り
や
湯
茶
の

準
備
、
シ
シ
汁
づ
く
り
に
て
ん
や
わ
ん
や
。

一
位
選
手
が
鞍
掛
山
を
通
過
の
速
報

に
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
。
挨
拶

に
会
長
は
、
い
き
な
り
「
愚
痴
を
言
う
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
、
農
繁
期
、
脱
穀
の

真
っ
最
中
に
開
催
す
る
こ
と
に
苦
言
を

呈
し
た
い
。
も
う
少
し
後
か
、
四
月
初
旬

な
ら
充
分
な
体
制
で
協
力
で
き
る
が
、
こ

の
時
期
の
開
催
協
力
に
は
限
界
を
感
じ

て
い
る
。
ど
う
か
一
考
を
。
接
待
に
つ
い

て
は
地
元
出
役
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
今
日
一
日
を
一
丸
と

な
り
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。
保
存
会
も
地
域
性
を
活
か
し
、
連
谷

ス
タ
イ
ル
で
シ
シ
汁
、
お
に
ぎ
り
、
鳥
長

の
皮
肝
な
ど
を
準
備
し
た
。
選
手
の
接
待

は
無
論
、
皆
さ
ん
も
連
谷
の
味
を
堪
能
し

な
が
ら
、
ご
苦
労
さ
ま
で
あ
る
が
、
ご
苦

労
を
兼
ね
て
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
願
っ
た
。

新
城
市
観
光
課
早
川
副
課
長
か
ら
、
大

会
の
成
功
と
皆
さ
ん
の
協
力
を
よ
ろ
し

く
と
挨
拶
が
あ
り
、
本
番
に
突
入
し
た
。

一
位
選
手
の
到
着
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
感
動
の
拍
手
で
迎
え
、

次
々
に
到
着
す
る
選
手
に
真
心
を
込
め

た
接
待
を
行
っ
た
。

表
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
到
着
数

を
纏
め
て
み
た
。
表
か
ら
み
て
も
判
る
よ

う
に
四
谷
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ

タ
イ
ア
数
が
四
十
七
名
と
他
地
区
よ
り

多
い
。
こ
れ
は
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
行
き

過
ぎ
た
接
待
の
表
れ
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
選

手
も
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
の
お
に
ぎ
り
と
シ
シ

汁
・
お
茶
に
誘
わ
れ
、「
な
に
が
な
ん
で
も
、

四
谷
の
千
枚
田
ま
で
辿
り
着
く
の
が
目

標
だ
…
」
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

み
ん
な

ご
苦
労
様
で
し
た
。

地
域
貢
献

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

二
題

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り

第 241号

距 離
(km)

到 着
(名)

茶臼山 382

面ノ木 13.8 382

笹 暮 21.1 368

小 松 31.8 363

千枚田 41.5 354

棚 山 48.8 307

門 谷 57.8 280

ふれあ
い
パーク

65.8 245



◇
九
月
十
三
日
、
同
社
が
掲
げ
る
生
物
多

様
性
保
全
活
動
三
つ
の
Ｐ
Ｊ
Ｔ
の
う
ち
、

愛
知
県
特
定
外
来
植
物
の
抜
根
、
駆
除
作

業
を
四
谷
の
千
枚
田
で
実
施
し
た
。

当
日
は
新
城
市
役
所
の
中
堅
幹
部
職

員
も
研
修
を
兼
ね
て
参
加
、
あ
ま
り
に
も

多
い
外
来
植
物
に
ビ
ッ
ク
リ
、
抜
根
作
業

に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。

抜
根
駆
除
実
績
は
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ

ン
グ
サ

百
八
十
九
㎏
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ

十
〇
、
四
㎏
で
あ
っ
た
。

同
社
は
、
こ
の
活
動
を
行
政
や
企
業
と

協
力
、
継
続
し
て
行
う
予
定
。

◇
九
月
二
十
七
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

は
第
八
回
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
コ

ー
ス(

ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
市
道
入
口)

の
清
掃
整
備
を
実
施
、
走
る
選
手
の
安
全

を
確
保
し
た
。
あ
り
が
と
う
さ
ま

ヤ
マ
サ
ち
く
わ
の
稲
刈
り

同
社
は
春(

田
植
え)

と
秋(

稲
刈
り)

に
社
員
の
親
睦
・
研
修
と
し
て
四
谷
の
千

枚
田
で
稲
作
体
験
を
行
っ
て
い
る
。

九
月
十
七
日
、
原
田
英
史(

理
事)

の
管

理
す
る
田
ん
ぼ
で
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
稲
刈
り
を
行
っ
た
。

…
で
も
、
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

鳳
来
寺
小
学
校
の
稲
刈
り

二
十
二
日
、
五
年
生
十
一
人
は
小
山
さ

ん
に
鎌
の
使
い
方
、
縛
り
方
の
説
明
を
受

け
た
後
、
稲
刈
り
を
進
め
た
。
稲
刈
り
も

慣
れ
て
く
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
束
ね
た
稲
を
縛
る
こ
と

に
苦
戦
し
て
い
た
。

九
月
二
十
七
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

は
第
八
回
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
コ

ー
ス(

ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
市
道
入
口)

の
清
掃
整
備
を
実
施
、
走
る
選
手
の
安
全

を
願
っ
た
。

脱
穀豊

橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
学
生
は

将
来
、
食
の
プ
ロ
を
目
指
す
。
そ
の
原
点

は
コ
メ
で
あ
り
、
一
粒
の
コ
メ
の
大
切
さ

を
身
を
も
つ
て
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
平
成
十
八
年
か
ら
稲
作
体
験
学
習
を

四
谷
の
千
枚
田
で
実
践
し
て
い
る
。

十
月
五
日
、
二
十
一
名
の
学
生
は
自
ら

育
て
た
稲
の
脱
穀
を
行
っ
た
。

今
年
は
天
候
不
順

で
開
花
期
の
受
粉
、

授
精
が
悪
く
、
例
年

の
半
分
以
下
の
収
穫

で
あ
っ
た
が
、
豊
作
、

不
作
は
そ
の
年
の
天

候
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
こ
と
が
体
感
で

き
、
学
生
た
ち
に
大

き
な
収
穫(
勉
強)

に

な
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

こ
の
、
体
験
学
習
は
新
城
市
鳳
来
総
合

支
所
地
域
課
整
備
係
を
窓
口
に
保
存
会

共
々
行
っ
て
お
り
、
長
坂
地
域
課
長
は
歓

迎
挨
拶
に
て
、
多
様
性
に
富
ん
だ
千
枚
田

の
Ｐ
Ｒ
、
学
生
に
将
来
、
独
立
し
て
お
店

を
持
っ
た
ら
、
是
非
小
山
さ
ん
を
一
番
先

に
招
待
し
て
く
だ
さ
い
…
と
。
東
海
農
政

局(

五
名)

野
中
地
方
参
事
官
は
「
食
の
安

全
安
心
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
挨
拶
。
そ

の
ほ
か
に
、
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務

所
建
設
課
三
名
、
市
地
域
課
三
名
の
行
政

職
員
が
視
察
、
指
導
で
参
加
し
た
。

行

令

和
五

年

十
月
十

五

日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二

特定外来植物の抜根・駆除作業の説明


